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JBA 第 4 期業種別委員会：第五回ウレタン・敷部会議事録	
 

	
 

１．開催日時	
 	
 平成 29年 9月 28日（木）10:30～12:15 
２．開催場所	
 	
 JBA：（一社）日本寝具寝装品協会	
 日本橋小舟町事務所内	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 東京都中央区日本橋小舟町 7‐2	
 小舟町 243 ビル 7Ｆ	
 ☎	
 03-6661-0213	
 

	
 

３.	
 議題(1)	
 	
 	
 	
 	
 試験項目と試験法について	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 硬さ	
 	
 へたり	
 	
 通気性	
 	
 体圧分散	
 	
 寝返り	
 	
 他	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 （2）	
 	
 	
 	
 今後のスケジューリングについて	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 （3）	
 	
 	
 	
 その他	
 

	
 

議事録：議題（1）	
 

古川部会長：＊資料説明	
 ベッド／フロアー用ウレタン敷マットの用途別基本性能	
 	
 

大川委員	
 ：複合異素材使用の複層品は中材ウレタンフォーム性能表記の意味がない。	
 

古川部会長：複層品は見合わせることとする。	
 

奥谷専務	
 ：ベッド用マットサイズは	
 97ｃｍ	
 ×	
 195ｃｍである。	
 

大川委員	
 ：サイズは	
 長さ	
 ×	
 幅	
 ×	
 厚さ	
 を表記した方がよい。	
 

奥谷専務	
 ：硬さ数値が耐久年数と比例数値として表記できるものであろうか。	
 

大川専務	
 ：無いと思います。	
 

古川部会長：保温性数値は断熱性試験で表記可能か。	
 

	
 

大川委員	
 ：＊資料説明	
 寝具用軟質ポリウレタンフォーム物性試験	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 5 社に 9 種類、45 データ採取が可能である。	
 

青木委員	
 ：本表試験は素材評価であり、製品評価では参考データとなりうる。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 試験材の厚さによる各種データ変化も取得できる。	
 

大川委員	
 ：本表データ試験は 5 社試験室で実施するが、早くても年末前後と予想する。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 厚さ 50mmJIS 設定であり、データ UP 後に他の厚さで実施したほうがよい。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ボーケン、カケン等試験機関でも実施可能ではある。	
 

奥谷専務	
 ：ふとん部会の生地試験はボーケン、信州大学等で実施予定である。	
 

	
 

	
 

議題（2）	
 

青木委員	
 ：各種試験料金の支払いはどうするのか。	
 

奥谷専務	
 ：ウレタン・敷評価表記なので係る各協会負担等で業界として考える。	
 



 

青木委員	
 ：仕組みづくりに 500 万円かかるとした場合のスポンサーはどこになるのか。	
 

奥谷専務	
 ：JBA 当協会とウレタンフォーム協会での折半法等を理事会上申し承諾をえてい	
 

くことになる。	
 

	
 

青木委員	
 ：技術不確定の試験は別として、JIS 化は体圧分散的試験はほぼ完成形にある。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 製品表記するには JIS 化が必要であり、実施は再来年となる。	
 

古川部会長：ウレタン 5 社試験の他に、体圧分散、寝返り測定の JIS 試験化が必要である。	
 

青木委員	
 ：体圧分散性測定機では、アイシン精機、NITTA,住友リコー等があり、一度部

会で訪問しデモしながらの提供メーカーの思いの説明も受けた方がよい。

NITTA,住友リコーはアテンドするが、アイシン精機は西川産業で願いたい。	
 

奥谷専務	
 ：測定器メーカーのショップ等で説明うけるのもよい。	
 

古川部会長：海外製エルゴスターは独、カナダ製造で修理輸送含め経費かかりすぎである。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 寝返り測定機は東洋ゴム製の特許品がある、またエアーウィーブ製法もある。	
 

	
 

奥谷専務	
 ：各種試験データを採取検討し、自主基準をまずはもうけながら、今後すすめ

ていきたい。	
 

古川部会長：配布資料の修正版を各委員にお送りし、次回 10 月 18 日（水）開催としたい。	
 

以上	
 

	
 

	
 

追記	
 	
 	
 ：10 月 18 日（水）は午前 10 時 30 分̃午後 3 時	
 ㈱ロマンス小杉東京店６Ｆで	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＮＩＴＴＡ社測定器説明兼ねての開催となる。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 


